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東神楽中学校部活動について（概要） 
部活動委員会  

１ 目 標 

好ましい人間関係と、共通の興味関心を追求し、自主的な活動を通して、一人ひとりの技能、 

個性の伸長を図り、自己の生活を楽しく豊かにし、強固で豊かな心身の育成を図る。 

 

２ 重点事項 

    (1) 部活動を通して、目的意識を持った自主的精神を養う。 

    (2) 自己の長所に気づかせ、それを伸長する喜びを味わわせる。 

    (3) 自己を練磨するとともに、協調の大切さを体得させる。 

 

３ 指導について 

    (1) 部内に好ましい人間関係をつくることに留意し、特に上級生と下級生との人間関係を十分

に指導し、上級生としての心構えを育成する。 

    (2) 部活動の目標をしっかり把握させ、目的に向かって自主的に活動させる。 

    (3) 勝敗のみにこだわらず、取り組みの過程を大切にする。 

    (4) 技術指導のみに陥らず、生徒集団の成長に心がける。 

    (5) 生徒の健康と安全に常に留意する。 

    (6) 家庭や各担任との連携を密にする。 

 

４ 部の編成・活動時間・活動場所 

    (1) 部の編成 

      ・部活動への加入は任意とする。 

      ・部の編成は、入部届の提出を受けて部活動委員会で検討し、顧問会議及び職員会議で協議

の後、校長の承認を得る。（現行の部の存続を原則とする） 

   ・部編成後の安易な転部は原則として認めない。但し、１年生については特例を認める。 

・１年生については、部編成以前は見学及び体験期間とする。活動を希望する生徒は顧問の

許可を得て活動をする。 

      ・入部の場合は、それぞれの顧問の承認を得、入部届を学級担任に提出する。 

      ・退部の場合は、部の顧問の承認を得、退部届を学級担任に提出する。 

    ※顧問は学級担任との連携を密にする。また、各種届出用紙は担任から生徒へ手渡す。 

(2) 活動時間   

      ・学級活動等終了後から開始。（１６：３０までは学級活動及び生徒会活動を優先） 

      ・最終下校時間   ４月～９月     １８：１５（片付けを含む） 

                東聖方面下校７００番バス １８：２５ 最終下校時間 

  ※５時間授業の日は１８：００（片付けも含む） 

                東聖方面下校７００番バス １８：００ 最終下校時間 

１０月～３月     １８：００（片付けも含む） 

                東聖方面下校７００番バス １８：００ 最終下校時間 

     ・活動時間は、自転車通学終了に関係なく、月で区切る。 

   ・最終下校時間後には「校内・グランドには生徒が残っていない状態」にする。自転車通学

も同様。 

   ・秋季、日没が早まり気象状況が変化する頃の自転車による下校時間は、顧問が適切に判 

断する。 
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・活動時間の例外については保護者会へ連絡する。 

・朝練は原則行わないこととする。中体連大会、吹奏楽コンクール、アンサンブルコンクー

ル１週間前より、職員に周知を図り行って良いこととする。（令和４年度より実施） 

・活動中止の日   

 

 

 

 

(３)部活動における部活動休養日について 

◎部活動休養日の実施 

・平日に１日以上、週末に１日以上、週２日以上を休養日とする。 

・年間にすると１０４日以上（平日５２日 週末５２日） 

・学校閉庁日は部活動休養日とすること。（夏期休業期間内３日、年末年始の休日６日） 

※学校閉庁日に活動を行った場合は代替え日をその月内で設定すること。 

・休養日が設定できなかった場合は他の日に設定する。（週末の休養日は他の週末で代替え） 

◎部活動の活動時間 

・平日は 2時間程度、週末は 3時間程度 

       平日活動時間 夏季 16：00〜18：15  冬季 16：00〜18：00 

       週末活動時間 3時間程度 

◎特例 

・週末の活動時間～大会などへの出場、練習試合や合宿を行う場合は４時間程度の活動可 

中体連大会・新人戦・吹奏楽コンクール・アンサンブルコンクールの１ヶ月前からは平日

は３時間程度、休日は４時間程度の活動可 

・週当たり１６時間を上限とする。 

・大会や練習試合等で上限を超える場合は、上限を超えた週を含む３週間平均で１６時間以

内となるように活動時間を調整する。 

・準備後片付けの時間は活動時間に含まない。 

・大会等で校外での活動となる場合は、移動時間を活動時間に含まない。 

・大会等では実際の活動時間のみ該当する。（昼食休憩時間を含まない） 

◎季節による特性のある部活動 

・野球部、陸上部、サッカー部、クロスカントリースキー部、ソフトテニス部など、地域

特性（積雪）に影響を受ける部活動の場合は、上記の限りでなく年間を通して休養日を

確保する。ただし、学校閉庁日は休養日とし、年間の平均活動時間において平日が２時

間程度、週末が３時間程度となるように実施すること。 

  

５ 部員としての心構え 

     (1) 活動中は真剣に取り組む。 

     (2) マナ－のよい活動をめざす。（挨拶は元気よく、大きな声で） 

     (3) 校舎、施設、設備、用具等は大切に使用する。使用後は、整理整頓、清掃をこころがけ

る。（玄関・練習試合後のトイレ等） 

     (4) 部室、更衣室、用具等は、常に整理整頓しておく。 

     (5) カバン、その他の持ち物は活動場所に持っていく。（トラブル等を防止するために、 

必ず見える場所に持っていく） 

定期テスト３日前及び学力テスト前日（すべての活動）、職員会議・事

例研、研修、参観日、町教研・上教研（研究大会）、宿泊を伴う行事の

翌日。但し、帰校した翌々日に大会がある場合は生徒の体調も考慮し、

保護者の了承を得て翌日に活動して良いこととする。 
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(6) 自転車は、原則として各部の指定された場所に移動する。(室内の部活は自転車小屋) 

      (7) 決められた活動場所だけを使用し、他の場所への出入りはしない。また、廊下でトレ 

ーニングを行う場合はランニングルートを守る等、安全に十分な配慮をする。 

     （通路は一般の通行者を優先し、安全に練習すること。） 

ルート   

３F多目前 ⇒ 中央階段 ⇒２F図書室前 ⇒ 東階段 ⇒１F 音楽室前 

      ⇒ 玄関 ⇒ １Ｆ 普通教室前廊下 ⇒ 西階段 ⇒ ３F 普通教室前廊下 ⇒ 

 

     走行者は中央、歩行者は両端。曲がり角など見通しの悪い場所は必ず減速する。 

     (8) 帰り道は交通安全に十分注意し、寄り道、買い食いはしない。 

     (9) 遅刻、早退、欠席の場合は事前に顧問の先生に連絡をする。 

    (10) 帰宅時間については、必ず家庭に知らせておく。 

    (11) 自転車を利用する場合は、常に登校時同様安全運転を心がける。  

     (12) 事故発生時は早急に顧問・養護教諭・保護者等に報告し、概要について担任等に伝え

る。 

 

６ 補足 

(１) 部活動の掛け持ち 

      ・中体連陸上への参加については陸上部員を中心に選抜する。 

        ・クロスカントリースキー部は、他の部と掛け持ちすることができる。 

(２) 部活動成立基準 

      ・新人戦に東神楽中学校の選手のみで参加できる人数を確保できること。 

           野球部 ９名   サッカー １１名   バスケットボール ５名 

ソフトテニス ６名    卓球部 ６名  バドミントン ５名 

ソフトボール ９名 

※年度のスタート時点で、その年度の新人戦に出場する上記人数の確保がで

きなかった場合、新人戦までの活動は保証するが、次の年度スタート時点で

基準を満たさなかった場合は、夏までの大会をもって廃部とする方向で検

討を行う。 

(３) 指導者 

  ・本校教職員は顧問に就くことができる。 

  ・部活動指導員（道費負担：顧問に代わって部活動指導や大会引率が可能） 

  ・部活動外部指導者（町費負担：技術指導が可能。顧問の代替は不可） 

 

以上 


